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★目的 

 森の北側の湧水池は、近隣の学校生徒、親子連れ

貴重な自然学習の場、憩いの場となっています。しかし湧水池及び周辺の整

備作業はまだ手付かずのままであり、池を囲む杭などの老朽化も著しく、安

全上および生物の生息域保護上の課題があった。生物多様性の維持と、人の

歩行の安全確保のため、湧水池および周辺の整備を行

 
★内容 

1. 土砂流入防止のため、老朽化が著しい池の囲いや杭の全面改修を

2. 自然学習の場・遊び場としての役割を考慮し、

安定した散策路を設ける。 
3. 生物多様性維持のため池の西側を立ち入り制限区域とする。

4. 湧水池の面積の5割は堆積した土砂によって占められていますが、人力

により土砂を池外に搬出して土砂面積を段階的に減らし（今回は１割程

度）、以前の湧水池の姿に戻す。 
5. 池の周辺に一箇所ベンチを設置し、休憩・憩いのスペースとする。

 

★今後の方針 

２１年度、２２年度に生物多様性モデル事業補助金を受けて実施した事業

（湧水池整備、散策路整備）の区域で、年２回程度定期的な点検と補修・保

全作業を行い、良好な状態で維持・管理をします。そしてこれからも関さん

の森が学習の場、憩いの場としてますます活用されるよう努めます。
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★団体概要 

「関さんの森を育む会」は、松戸市の市街地に残る貴重な

里やま「関さんの森」を、ひとつの塊として後世に遺すた

め、設立された団体です。樹林地や梅林の管理・保全を行

うほか、学校生徒に対しは自然学習の場を、また市民に対

しては憩いの場を、それぞれ提供し、開かれた森の活用を

積極的にすすめています。

 

★これまでの主な活動 

◎小学生の自然学習支援 
◎中学生・高校生などのボランティア体験の受け入れ。

◎千葉大学生の研究支援 
◎高齢者・障がい者・青少年団体の自然体験の支援。市民

団体の自然観察の受け入れ。

◎松戸市里山ボランティア養成講座協力。

◎「みどりと生きるまちづくりフェスタ」の開催。
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